
2026-2027 年度第 2 回在京秋田県高等学校同窓会連合会役員会議事録 

 
１. 日 時 令和 8 年 10 月 29 日（木）14 時 00 分～15 時 20 分 

 
２. 場 所 京橋区民館 1 号会議室 

 
３. 出席者 （敬称略） 長瀬、武藤、根市、大森、藤原、田中、高田 

高橋、佐々木（今野代理）、藤原（宏子）、佐藤、大類

大渕、       
13 人 

 
４.長瀬会長から挨拶があり第 2 回役員会を開会した。 

 
５.議事（議長：長瀬会長） 
（１）R9.5 月 22 日（土）秋高連総会・フェスタについて－講師の候補 

幹事長から昨年の講師候補 2 名が都合のためお断りされて、急遽秋田南高

卒業の保坂氏にお願いした経緯がある。昨年の 2 名をまずは候補にしたら

と提案があった。そのほかの候補者が出なかったので秋田工高卒の土田雅

人氏（日本ラグビーフットボール協会会長）と横手工高卒の遠藤司氏（元

長距離ランナー）に交渉することになった。 
アトラクションについては、外部に依頼せずに秋高連会員の出演を募る。 

（２）会報 15 号について－広報担当役員 
武藤会長代行より昨年と同じ流れで 2 月の役員会では詳細を発表出来る

ようにしたいと話があった。 
（３）ふるさと訪問団について－県央地区役員 

大森副会長から基本的な計画の発表があった。日時は 6 月 24 日（木）～ 
25 日（金）。東京駅 7:32 出発。戻りは秋田駅 18:16 出発。 
訪問高は秋田南高、秋田中央高。宿泊は男鹿駅前の木下ホテル。 
男鹿市役所に男鹿海洋高校と道の駅オガール、稲とアガベ（株）、みらい

共創ﾌｧｰﾑ秋田に集まってもらい市役所主導での情報交換会をしたい。 
各関係先には事前にアンケートを送り､いただいた回答は HP に掲載する。 
詳細の計画については､佐藤会計、大類会計と相談して決めたい。 
また、ふるさと訪問団の意義について意見が交わされた。 

（４）ミニハイクについて－文体担当役員 
高橋副幹事長から HP に載せているように 11 月 2 日（月）地下鉄四谷駅

12:30 集合で迎賓館赤坂離宮及び明治神宮外苑周辺の散策をする。会費は

9000 円。定員 25 名はすでに埋まっている。実施にあたり御法川議員に協

力を仰いだと報告があった。 
（５）会計報告－会計担当役員 



佐藤会計からおおむね計画通りと 10 月 1 日現在の会計報告があった。 
（６）今後の日程、その他 

今後の日程については､幹事長より前回同様 2 月末に第 3 回役員会・第 2
回運営委員会を開催する。そこで次期総会の内容を決めたいと話があった。 

 
長瀬会長より秋高連 40 周年を迎えているが､記念事業をどうするかと発

言があった。10 周年、20 周年、30 周年と記念誌を作ってきた実績がある。

議論の結果、この 10 年間の会長 2 名にご挨拶をいただいて 10 年間の HP
の記事を纏めた記念誌を作成して、資金難の事もあり印刷した紙ではなく

HP 上に掲載することとなった。 

 
６.根市副会長の挨拶で閉会した。 

     
 
 
＊引き続き第 1 回運営委員会に移行した 

 

 

 以 上 


